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改
正
建
築
基
準
法
と
施
行
令
を
読
ん
で
み
る

（
4
）～
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
木
造
の
防
火
性
能
ア
ッ
プ
の
手
段
と
し
て
い
る
～

今
回
の
改
正
で
は
、
木
造
建
築
物
の
防

火
性
能
向
上
方
策
と
し
て
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
を
重
要
な
手
段
の
一
つ
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

の
有
効
性
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
が
、

大
地
震
時
に
破
損
す
る
可
能
性
が
高
く
、

維
持
管
理
が
不
十
分
だ
と
機
能
し
な
い
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
弱
点
も
あ
り
ま
す
。

の
延
焼
防
止
性
能（
受
害
性
）に
つ
い
て
も
高
い

性
能
を
求
め
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
？私

が
最
も
問
題
だ
と
思
う
の
は
、
⑤
で
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
が
要
件
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
言
う
な
れ
ば
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

等
に
頼
っ
て
得
た
延
焼
防
止
性
能
が
耐
火
建
築

物
相
当
で
あ
る
建
築
物
は
、
主
要
構
造
部
が
木

造
で
も
防
火
地
域
内
に
建
築
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
ま
ず
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
図
に
見
る
よ
う
に
、
大
地
震
が
発
生

す
る
と
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
機
能
し
な
い

可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。

大
地
震
に
よ
る
市
街
地
大
火
の
発
生
は
、
日

本
の
都
市
防
災
の
最
大
の
課
題
の一つ
で
す
が
、

⑤
の
方
法
論
は
、
大
地
震
に
よ
り
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
が
機
能
し
な
く
な
り
耐
火
構
造
同
等

の
延
焼
防
止
性
能
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
木
造

建
築
物
が
防
火
地
域
内
に
存
在
す
る
こ
と
を
認

め
る
も
の
で
す
。
し
か
も
、
建
ぺ
い
率
制
限
の

緩
和
に
よ
り
こ
れ
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る

（
本
誌
拙
稿
第
55
回
参
照
）こ
と
は
、
大
き
な

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
が
要
件
に
入
っ
て
い
る

項（
物
品
販
売
店
舗
以
外
、
キ
ャ
バ
レ
ー
等
、）

に
掲
げ
る
用
途
又
は
事
務
所
の
用
途
に
供
す

る
建
築
物
で
あ
れ
ば
、
主
要
構
造
部
は
1
時

間
準
耐
火
構
造
、
外
壁
・
軒
裏
は
75
分
準
耐

火
構
造
、
屋
根
・
階
段
は
準
耐
火
構
造
、
外

壁
開
口
部
設
備
は
20
分
間
遮
炎
性
能
の
あ
る

防
火
設
備
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
）

②
地
階
を
除
く
階
数
が
3
以
下

③�

延
べ
面
積
が
3
千
平
方
メ
ー
ト
ル（
一
戸
建
て

の
住
宅
は
2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
）以
下

④�

外
壁
開
口
部
面
積
の
外
壁
面
積
に
対
す
る
割

合
が
外
壁
開
口
部
と
隣
地
境
界
線
等
と
の
間

の
水
平
距
離（
s
）に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
値

以
下
。（
た
と
え
ば
s
が
1
メ
ー
ト
ル
以
下

の
場
合
は
0
・
05
以
下
、
s
が
3
メ
ー
ト
ル

ま
で
は
卸
売
市
場
の
上
家
な
ど
特
殊
な
も
の
を

除
き
、
原
則
と
し
て（
用
途
に
関
係
な
く
）延
焼

防
止
性
能
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
る
建
築
物
を
規

定
し
て
き
た
の
で
す
が
、
今
回
の
改
正
で
は
、

上
記
の
①
、
⑤
、
⑥
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
用

途
に
よ
っ
て
要
求
す
る
延
焼
防
止
性
能
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。

特
に
要
求
性
能
が
違
う
の
が
外
壁
及
び
屋
根

の
軒
裏
の
構
造
方
法
の
と
こ
ろ
で
、
他
は
75
分

準
耐
火
構
造
で
よ
い
の
に
、
法
別
表
第一（
い
）欄

（
2
）項
と
物
品
販
売
店
舗
等
だ
け
は
90
分
間

準
耐
火
構
造
を
求
め
て
い
ま
す
。
物
品
販
売
店

舗
等
に
い
た
っ
て
は
、
開
口
部
防
火
設
備
の
性

能
も「
30
分
間
防
火
設
備
」（
他
の
用
途
は
20
分

間
遮
炎
性
能
の
あ
る
防
火
設
備
で
よ
い
）を
求

め
て
い
ま
す
。

物
品
販
売
店
舗
等
に
高
い
延
焼
防
止
性
能
を

求
め
る
の
は
、「
内
蔵
可
燃
物
が
多
い
た
め
」か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
法
別
表
第一（
い
）欄（
2
）

項
は
病
院
、
ホ
テ
ル
、
共
同
住
宅
な
ど
、
就
寝

施
設
で
あ
る
た
め
火
災
に
よ
る
人
命
危
険
が
高

い
と
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
加
害
性（
他
へ

の
延
焼
防
止
性
能
）だ
け
で
は
説
明
が
つ
き
ま
せ

ん
。
人
命
危
険
が
高
い
建
築
物
な
の
で
他
か
ら

第
二
は
同
号
ロ
に
対
応
す
る
も
の
で
、
延
焼

防
止
時
間
を
指
標
に
し
た
延
焼
防
止
性
能
が
耐

火
建
築
物
相
当
で
あ
る（
防
火
地
域
内
に
建
築

で
き
る
）建
築
物
の
具
体
的
な
基
準
を
定
め
て
い

ま
す
。
そ
の
考
え
方
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

①�
建
築
物
の
種
類（
主
と
し
て
法
別
表
第
一
の

用
途
区
分
。
た
だ
し
事
務
所
と
一
戸
建
て
の

住
宅
が
含
ま
れ
る
）に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
主

要
構
造
部
、
外
壁
及
び
屋
根
の
軒
裏
、
屋
根

及
び
階
段
並
び
に
外
壁
構
造
部
設
備（
外
壁

の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に

設
け
る
防
火
設
備
）の
構
造
方
法
が
、
表
二

で
定
め
ら
れ
た
構
造
方
法
で
あ
る
こ
と
。（
た

と
え
ば
、
法
別
表
第一（
い
）欄（
1
）項（
劇

場
等
）、（
3
）項（
学
校
等
）若
し
く
は（
4
）

建
築
基
準
法（
以
下「
建
基
法
」）61
条（
防
火

地
域
及
び
準
防
火
地
域
内
の
建
築
物
）に
基
づ

き
同
地
域
内
に
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
建
築
物

や
防
火
設
備
の
構
造
等
に
つ
い
て
は
、
建
基
法

施
行
令（
以
下「
建
基
令
」）
1
3
6
条
の
2
及

び
2
0
1
9
年
国
土
交
通
省
告
示
第
1
9
4
号

（
以
下「
告
示
1
9
4
号
」）に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
告
示
1
9
4
号
に

つ
い
て
見
て
み
ま
す
。

告
示
1
9
4
号
の
第
一
は
、
建
基
令
1
3
6

条
の
2
第
1
号
イ
に
対
応
す
る
も
の
で
、
耐
火

建
築
物
で
あ
れ
ば
防
火
地
域
内
に
建
て
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
改
正
前
と
同
様
の
意
味
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

告
示
１
９
４
号

を
超
え
る
場
合
は
0・25
以
下
、
な
ど
）

⑤�

法
別
表
第
一（
い
）欄（
1
）項
、（
3
）項
及
び

（
4
）項
に
掲
げ
る
用
途
並
び
に
事
務
所
で
、

延
べ
面
積
が
5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
超
の
も

の
は
、
床
面
積
の
合
計
5
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
ご
と
に
1
時
間
準
耐
火
構
造
の

床
・
壁
・
特
定
防
火
設
備
で
区
画
し
、
か
つ
区

画
さ
れ
た
部
分
ご
と
に
自
動
式
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
等
を
設
置
す
る
こ
と
。
な
お
、
同

欄（
2
）項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物

（
病
院
、
ホ
テ
ル
、
共
同
住
宅
等
）は
、
以

上
の「
5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
」を「
1
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
」と
し
ま
す
。

⑥�

一
戸
建
て
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
回
新
設

さ
れ
た
、
建
基
令
1
1
2
条
10
項
の
竪
穴
区

画
と
10
分
間
防
火
設
備
に
よ
る
区
画
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と

以
上
の
う
ち
、
ま
ず
違
和
感
が
あ
る
の
が
、

用
途
別
に
要
求
性
能
を
変
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

防
火
地
域
・
準
防
火
地
域
は
、
市
街
地
の
う

ち
特
に
延
焼
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る

地
域
を
指
定
す
る
は
ず
の
も
の
な
の
で
、
こ
れ

何
故
、
用
途
別
に
要
求
性
能
が
異
な
る
の
か
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問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
6
月
24
日
付
け
の
国
土
交
通
省
建
築

指
導
課
長
等
の
技
術
的
助
言　

別
紙
1
で
は
、

「
…
、
消
防
庁
が
策
定
し
た「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備
等
の
耐
震
措
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
平
成
30
年
5
月
11
日
消
防
予
第
3
6
1
号
）

に
よ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
適
切
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
」と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
防
火

地
域
で
耐
火
建
築
物
に
代
わ
る
建
築
物
の
建
設

を
許
容
す
る
の
に
、
こ
れ
で
は
不
十
分
だ
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
消
火
性
能
や
火
災

抑
制
性
能
は
極
め
て
高
い
の
で
、
従
来
か
ら
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
を
要
件
と
し
て
木

造
建
築
物
に
か
か
る
規
制
緩
和
を
お
こ
な
っ
た

ら
ど
う
か
、
と
い
う
動
き
は
何
度
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
平
成
12（
2
0
0
0
）年
の
改
正
ま

で
は
、
大
地
震
時
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の

機
能
喪
失
の
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
た
た
め
か
、

実
施
に
は
慎
重
で
し
た
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
木
造
建
築
物
の
防

火
性
能
向
上
の
要
件
と
し
た
の
は
、
3
階
建
て

木
造
校
舎
等
の
技
術
基
準
を
定
め
た
２
０
１
５

年
国
土
交
通
省
告
示
第
２
５
５
号
が
最
初
で
す

が（
本
誌
拙
稿
第
46
回
参
照
）、
こ
の
時
は
ま
だ

慎
重
で
し
た
。

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

木
造
建
築
物
の
防
火
性
能
の
向
上
と
ス
プ

と
こ
ろ
が
今
回
の
改
正
で
は
、
前
述
の
防
火

地
域
・
準
防
火
地
域
に
か
か
る
建
基
令
1
3
6

条
の
2
と
告
示
1
9
4
号
だ
け
で
な
く
、
建
基

法
21
条
1
項
の
通
常
火
災
終
了
時
間
の
定
義
に

「
建
築
物
の
構
造
、
建
築
設
備
及
び
用
途
に
応

じ
て
通
常
の
火
災
が
消
火
の
措
置
に
よ
り
終
了

す
る
ま
で
に
通
常
要
す
る
時
間
を
い
う
。」と「
建

築
設
備
」を
要
件
と
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、

2
0
1
9
年
国
土
交
通
省
告
示
第
1
9
3
号
で

は
、
地
階
を
除
く
階
数
が
4
以
下
の
場
合
に
木

造
建
築
物
等
を
認
め
る
要
件
の一つ
と
し
て
自
動

式
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
の
設
置
を
位
置
づ

け
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
頼
っ
て
防
火
安

全
性
能
を
向
上
さ
せ
る
方
法
論
が
主
役
に
な
り

ま
し
た
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
の
技
術
が
特
に
向

上
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
従
来
慎
重
だ
っ
た

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
の
位
置
づ
け
が
拡
大

さ
れ
た
の
は
、
地
震
や
維
持
管
理
不
備
に
よ
る

機
能
不
全
に
対
す
る
ガ
ー
ド
が
甘
く
な
っ
た
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

し
て
い
ま
す
。
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